
芳香族化合物

芳香族の構造

ベンゼン環を持つ化合物

ベンゼン環のみ・・・ベンゼン C6C6

ベンゼン環にR（炭化水素基）

CH3が付加：トルエン（またはメチルベンゼン）

C2H5が付加：エチルベンゼン

CH=CHが付加：スチレン（またはビニルベンゼン）

ベンゼン環が２つ連なっている ナフタレン（※ノート）

フェノール類（OHが直接付加）など

ベンゼン環を持たない芳香族化合物 フラン、ピリジン等（※ノート参照）

芳香族の性質

６本の炭素原子間の結合は、二重結合と単結合の中間にある

付加反応は起こりにくく、置換反応が起こりやすい

※ベンゼンはπ結合があり、上下にあドーナツ型の雲のようなものの中
を水素電子がぐるぐるまわっている。

→一カ所に止まっているわけではない=非局在化している
★分子構造が非常に安定している★

フェノールはなぜ中性じゃないか。にも関係する

（※ノート）

芳香族の反応

置換反応

スルホン化

ベンゼンに濃硫酸を加える。ベンゼン環のHひとつが取れ、そこにスル
ホ基が不可する

【生成物：ベンゼンスルホン酸（強酸）】

ニトロ化

ベンゼンに濃硝酸（触媒）と濃硫酸を加える。ベンゼン環のHひとつが
取れ、そこにニトロ基が不可する

【生成物：ニトロベンゼン】

ハロゲン化

岡野では塩素化を例に出している

ベンゼンに塩素と鉄（触媒）を加える。ベンゼン環のHひとつが取れ、そ
こに塩素原子ひとつが不可する

【生成物：クロロベンゼン】

付加反応

ハロゲンに塩素を加える。日光（紫外線）を当てる。全てのCにひとつ
ずつClが不可する。
【生成物：ヘキサクロロシクロヘキサン】

これは「ラジカル反応」である。

Clが紫外線の力でラジカルになり、ベン
ゼン環の共鳴にアタック！する）

酸化反応

Rがついたベンゼン環を過マンガン酸カリウムで酸化させる。
【生成物：安息香酸（あんそくこうさん）】

例：ベンジルアルコール→酸化→ベンズアルデヒド→酸化→安息香酸

フェノール類

フェノール類

構造：ベンゼン環にOH（ヒドロキシ基）が直接付加したもの
（注意）ベンジルアルコールは「直接付加」ではないので、フェノール類

ではなくアルコール

ベンゼン環+OHのみ：フェノール

ベンゼン環にOHとメチル基が付加：クレゾール
CH3（メチル基）が付加している化合物
※メチル基の位置によって名称が異なる

o-クレゾール（オルトクレゾール）

m-クレゾール（メタクレゾール）

p-クレゾール（パラクレゾール）

ベンゼン環にOHとCOOH（カルボキシ基）が【隣同士で】付加：サリチル酸

フェノールの製法

①ベンゼンとプロピレンの反応【クメン法】

②ベンゼンスルホン酸の反応（※ノート）

③クロロベンゼンに水酸化ナトリウム水溶液を加える

④塩化ベンゼンジアゾニウムに水を加える

フェノールの性質

水溶液は弱酸性 酸性の強さは炭酸よりも弱い。

酸化鉄（Ⅲ）水溶液を加えると、青紫～赤紫に呈色する
=錯体形成によるもの

サリチル酸に関する反応

サリチル酸・・・o-ヒドロキシ安息香酸

①サリチル酸の合成

②サリチル酸メチルの合成

③アセチルサリチル酸の合成
エステル化

アセチル化

その他

ラジカル・電子殻・陽イオン・陰イオン

について別途まとめ

【テキスト】p.245-276
【ビデオ】34-46

メモ

酸と塩基

アレニウスの定義
酸：水溶液中で電離し、水素イオンH⁺を生成するもの

塩基：水溶液中で電離し、水酸化物イオンOH⁻を生成するもの

ブレンステッドの定義

酸：水素イオンH⁺を反応する相手に与えるもの

塩基：水素イオンH⁺を反応する相手から得るもの

※水溶液中に限定されない

カチオン/アニオン
カチオン：正に荷電したイオンのこと（=陽イオン）

アニオン：負に荷電したイオンのこと（=陰イオン）

界面活性剤

セッケンのように、疎水性・親水性を持ち合わせることで、

水と油の界面に配列する物質のこと。

「乳化剤」ともいう。

ミセル

界面活性剤分子が球のように集まって油（よごれ）を囲んでいる状態のもの

中和酸と塩基が過不足なく反応した状態のことを指す

油脂

油脂とは

油脂の定義：

グリセリン（３価アルコール）と高級脂肪酸のエステルのこと

【補足】高級脂肪酸とは

分子量が大きい（炭素数が大きい）鎖状のカルボン酸のこと

油脂のけん化

けん化：

加水分解の一種。油脂を水酸化ナトリウムや水酸化カリウム、塩化

カリウムなどの塩基を使ってグリセリンと高級脂肪酸塩（カルボン酸とセ

ッケン）に加水分解することを指す。

生成物R-COONa をセッケンと呼ぶ。高級脂肪酸のナトリウム塩はセッ
ケンである。

セッケンについてセッケン分子

水に溶けにくく油となじみやすい【疎水性】の炭化水素基と

水に溶けやすい【親水性】のイオン基からなる

油脂の硬化


